
曹
撃
欝
究
　
爆
照
寡
鵬
十
贈
…
號

黒
瓢
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事
實
　
ε
　
事
實
性
（
完
）

i
一
問
三
一
論
的
考
察
一

樋

兀

和

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
人
闇
の
親
存
の
秩
序
が
叡
知
牲
と
感
性
性
と
を
夢
み
な
が
ら
、
急
峻
に
封
立
す
る
こ
と
（
研
謂
甥
。
ヨ
。
魯
ぢ
冨
N
）
は
、
カ
ン
ト
が
論

（
一
〉

く
通
砂
で
あ
る
が
、
封
立
の
事
實
を
叡
知
性
へ
の
傾
斜
に
於
て
、
減
燈
す
る
庭
に
最
高
善
と
し
て
凡
て
が
意
の
豪
Σ
に
な
る
歌
態
詑
嬢
…
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

す
る
の
み
な
ら
す
努
力
す
る
こ
と
は
、
封
立
の
事
實
の
同
歯
で
あ
っ
て
そ
の
解
決
で
は
な
い
。
怪
奇
で
は
絶
唱
媒
介
と
し
て
の
媒
介
自
膿

の
充
足
が
槻
想
的
に
思
緋
さ
れ
て
る
る
の
み
だ
か
ら
で
あ
夢
、
内
鼠
的
充
足
は
感
性
的
理
存
性
と
の
聖
遷
に
侯
つ
外
は
な
い
。
そ
れ
が
翼

の
媒
介
的
充
足
と
し
て
の
入
聞
の
現
存
の
秩
序
を
十
全
的
に
把
握
す
る
選
で
も
あ
る
。
然
し
秩
序
は
入
聞
の
質
践
的
存
在
歌
況
の
脈
絡
で

あ
り
、
　
充
是
の
鷹
接
的
媒
介
を
許
さ
な
い
で
閤
…
接
的
媒
介
髪
穐
〃
冷
す
る
。
　
と
い
う
こ
と
は
自
由
一
の
指
向
が
｛
鴨
脚
の
無
路
i
ベ
ー
コ
ン
の
所
…

謂
『
よ
り
ょ
く
見
て
試
み
れ
ば
試
み
る
程
釜
竜
、
悪
く
な
る
」
（
〈
箆
①
簿
旨
Φ
嵩
。
野
饗
。
び
8
躍
Φ
」
瓢
簿
Φ
ユ
。
騰
簿
も
陰
Φ
ぬ
瓜
鍵
）
生
の
環
轡
ハ
…
に
逢

潔
し
て
、
選
擢
附
誘
導
惹
園
難
に
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
可
能
に
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
ら
紅
鱒
で
あ
る
。
指
向
と
し
て
の
霞
晦
の

意
識
は
、
理
念
的
な
道
徳
法
に
よ
っ
て
一
双
に
絶
封
媒
介
さ
れ
る
こ
と
は
出
菰
・
な
い
。
必
ず
細
講
黒
髭
穫
的
に
媒
介
さ
れ
る
外
は
な
、
い
。

し
か
も
、
か
玉
る
媒
介
は
何
等
か
の
心
的
傾
向
盤
に
即
す
る
外
は
な
い
。
　
　
　
　
　
、

　
此
身
で
傾
向
性
を
内
予
感
性
的
な
も
の
に
限
定
し
て
、
罪
傾
向
的
本
質
的
な
叡
知
性
に
舞
置
す
る
カ
ン
ト
風
の
嚴
粛
圭
義
か
ら
脱
し
て
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そ
れ
を
よ
リ
カ
動
的
、
且
野
選
納
云
換
え
る
と
よ
り
搬
幅
の
置
き
も
の
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
傾
向
盤
が
本
質
的
に
裁
か
れ
る
の

で
な
く
、
　
・
本
質
盤
が
鎮
向
性
の
刺
洲
…
に
即
し
て
闇
四
返
さ
れ
る
．
か
為
り
で
浄
の
る
。
　
箔
㌦
の
…
除
証
筒
為
は
ベ
ー
コ
　
ン
倫
四
懸
…
恋
喫
の
所
繍
漏
に
多
大
の
教
示
を

翻
え
冷
リ
ベ
…
”
ン
は
欲
求
帥
O
勺
Φ
篇
9
ω
）
に
自
己
俣
認
仔
（
O
O
ご
ω
Φ
触
く
鋤
鉱
0
6
陰
鑑
一
）
と
出
環
じ
壌
殖
（
鋤
離
鮫
凌
ぐ
躊
ご
仲
¢
ヨ
0
9
二
凶
）
と
麟
己
櫨
｛
山
允

（
雪
嵐
甑
づ
需
。
鋤
甑
O
ω
覧
）
と
懲
已
完
調
（
℃
Φ
篤
Φ
o
鋤
O
の
鼠
）
の
殴
系
列
を
隈
甘
し
、
　
之
等
四
つ
を
蝦
人
的
需
戸
（
げ
9
銭
ヨ
冨
（
轟
く
誉
二
冨

6ゆ

帥
ｳ
ω
縁
欝
賦
ω
）
の
下
に
統
轄
し
て
、
共
鏡
羅
紋
（
9
蒙
ヨ
o
o
ヨ
ヨ
償
馨
9
臨
ω
）
に
封
置
す
為
と
共
に
、
後
考
を
合
算
に
優
先
さ
せ
て
い

る
（
鷲
義
膜
興
Φ
）
。
之
が
善
を
爾
嫌
ー
ー
義
務
（
◎
鈴
。
葺
ヨ
）
と
徳
（
〈
貯
宕
ω
）
1
－
に
華
分
す
る
破
の
費
慶
的
方
式
に
愚
慮
す
る
。
吾
々

　
　
　
つ
ロ
リ
　

は
そ
れ
艶
「
駅
務
な
る
…
…
煮
葉
は
む
し
ろ
他
藩
に
封
ず
る
關
係
に
於
て
、
よ
く
按
配
さ
れ
允
魂
の
歌
態
に
瀬
用
さ
れ
る
が
、
徳
な
る
貨
葉
は

自
己
の
内
部
の
關
係
に
予
て
、
よ
く
画
室
組
織
さ
れ
た
魂
の
斌
態
に
露
語
さ
れ
る
」
（
：
〈
o
o
鋤
9
冒
ヨ
O
諭
。
貯
鴬
野
鶉
⊃
ひ
q
猷
驚
。
窺
圃
Φ

豪
猛
謬
臨
欝
挫
§
一
ヨ
◎
σ
o
嵩
Φ
象
ω
唱
8
詳
◎
霧
ぴ
含
麟
舞
戸
O
碧
く
O
o
9
σ
露
霊
葎
く
騨
欝
欝
ω
簿
賦
ヨ
○
ヨ
零
Φ
ω
Φ
猛
。
ε
賦
塊
B
簿
◎
O
σ
O
◎
ヨ
℃
O
◎
摩
搾
9
）

の
雷
論
に
見
出
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量

　
更
に
べ
1
識
ン
倫
理
論
に
於
て
注
罰
す
べ
墨
黒
は
、
彼
が
同
じ
く
個
人
的
警
の
中
で
も
諸
縁
保
存
・
肖
已
増
殖
・
陶
已
完
成
の
三
善
は

之
を
受
動
的
善
（
9
慧
ヨ
冨
G
・
既
苺
ヨ
）
に
数
え
入
れ
な
が
ら
も
、
猫
の
嵐
己
嬢
充
の
善
の
み
は
能
動
的
善
（
げ
◎
質
億
馨
9
0
0
瓢
く
＝
ヨ
）
に

　
　
　
　
ハ
　
　

聾
し
て
み
る
黙
で
あ
る
Q
私
は
今
ベ
ー
コ
ン
倫
理
親
の
細
部
に
立
入
っ
て
吟
味
す
る
除
裕
を
持
疫
な
い
が
一
瓢
ご
冒
端
的
な
批
評
を
加

謬
る
な
ら
ば
、
斯
く
し
て
刺
別
さ
れ
だ
諸
徳
の
究
極
的
相
互
媒
介
の
關
係
の
塾
序
の
未
達
放
で
あ
る
。
一
戸
川
面
の
叢
題
と
の
三
管
に
於

て
、
習
々
に
示
唆
鷲
鰍
ハ
気
”
6
9
の
は
共
同
的
讐
の
宮
詣
的
善
に
封
ず
る
聾
置
を
姑
ら
く
不
問
に
附
す
る
と
し
て
、
入
鞠
の
欲
求
焼
の
把
握
に

見
受
け
ら
れ
る
賞
験
的
盤
格
と
並
ん
で
、
そ
の
故
に
亦
自
己
受
充
の
欲
求
の
能
動
酌
掘
握
で
あ
る
。
そ
れ
は
端
的
に
云
っ
て
有
用
霊
義
酌

財
倫
理
槻
を
垂
調
と
す
為
震
か
ら
來
る
無
配
の
瞭
結
で
あ
る
が
、
胤
特
長
威
の
欲
求
の
み
に
限
ら
す
、
凡
ゆ
る
欲
求
髪
人
聞
に
木
場
の
性

蕾
と
し
て
無
條
牲
的
に
善
性
に
於
て
肯
定
し
、
そ
れ
を
阻
む
塵
に
悪
髪
燃
出
し
て
い
る
。
吾
々
は
弱
な
原
理
的
に
膏
際
す
ρ
が
、
只
そ
の

充
足
の
關
係
的
様
態
を
不
整
に
附
し
、
有
用
霊
義
蘭
な
個
人
的
諸
徳
性
の
内
癒
的
形
威
の
事
賓
差
脚
い
な
が
ら
、
そ
の
験
序
を
徽
底
的
に

　
　
　
事
實
と
帯
賓
婆
禿
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
緊
｛
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哲
墨
硯
究
　
第
潤
百
瓢
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
晶
照

　
　
　
　
な
　

逡
及
せ
す
、
「
道
徳
法
の
大
部
分
は
徐
の
に
高
貴
な
の
で
、
霞
然
の
光
が
其
腱
迄
上
議
行
く
こ
と
が
出
來
な
い
こ
と
は
疑
う
除
地
が
な
い
。

・
：
・
凝
然
の
光
は
：
：
人
聞
の
魂
の
そ
れ
な
る
限
の
に
於
て
、
内
酌
に
本
能
に
よ
む
、
良
心
の
第
二
の
法
学
を
照
ら
す
が
、
そ
れ
は
或
る

閃
き
で
あ
っ
て
、
謂
わ
ば
曾
て
の
純
粋
さ
の
名
残
の
如
し
」
（
O
¢
鷲
Φ
器
。
鰹
鋸
鳥
合
ぴ
躍
毯
伽
鋤
露
欝
潜
讐
題
導
℃
穎
審
ヨ
冨
臓
ω
ヨ
鍵
跳
冨

ω
賃
ぴ
嵩
ヨ
岡
O
お
露
①
ω
ω
ρ
ρ
g
蟄
B
ρ
離
O
冨
日
Φ
コ
嵩
鋤
窪
増
鋤
⑦
簿
8
㊦
羅
馬
霧
Φ
℃
o
ω
ω
騨
。
・
：
・
U
鋸
日
Φ
昌
”
簿
質
鳳
簿
㊦
：
：
ぬ
雌
簿
Φ
昌
賃
ω
§
μ
ヨ
溝
Φ
げ
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜

ヨ
餌
欝
勉
㊦
鍵
田
蟹
隈
O
自
◎
題
自
象
Φ
二
陣
乾
瓢
昌
9
ロ
矯
ω
Φ
O
億
謬
α
§
β
冨
ぴ
q
Φ
ヨ
o
O
昌
ω
O
δ
瓢
訟
効
9
ρ
信
鋤
ω
o
門
島
導
一
嵩
鋤
ρ
償
£
Ω
O
α
鋤
B
Φ
繋
忠
欝
5
ρ
鐸
効
ヨ
聴
？

瓢
ぬ
鼠
凶
Φ
℃
臨
ω
戯
ご
拶
Φ
①
轡
℃
同
一
ヨ
μ
餓
く
動
o
b
舞
搾
ρ
銘
ω
．
）
と
一
説
い
て
、
道
穂
と
榊
學
と
を
判
別
・
分
離
し
把
後
、
慾
餐
を
後
者
に
外
在
的
に

從
騰
さ
せ
た
虞
に
問
題
が
あ
る
。

　
然
し
よ
む
突
き
入
っ
て
考
え
る
と
、
か
干
る
嵩
置
の
不
徹
底
は
。
論
理
的
形
域
の
不
徹
底
で
な
く
、
倫
理
的
原
理
の
動
揺
と
籔
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
合
理
圭
義
的
有
用
論
的
掌
記
の
限
界
自
説
に
襲
う
、
費
践
的
懐
疑
の
包
越
で
な
く
、
瀞
愛
の
援
用
に
よ
る
非
合

理
附
超
越
的
秩
序
と
の
形
式
的
接
合
に
よ
る
、
費
質
的
粉
飾
の
意
味
に
於
て
、
賢
践
的
認
識
は
最
端
的
な
解
決
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
云

　
　
（
六
・

柔
な
い
。
　
コ
画
く
て
勿
論
翼
の
賜
餐
の
火
に
よ
っ
て
鵬
闘
火
さ
れ
る
者
は
、
そ
の
恵
澤
に
よ
め
・
普
聡
慧
道
徳
學
に
よ
る
よ
り
も
も
っ
と
高
い

庸削

ｬ
へ
｛
忌
め
ら
れ
コ
る
し
（
ω
博
。
℃
触
o
o
¢
一
伽
賃
び
鱒
。
℃
練
切
昌
坤
ヨ
q
切
。
離
一
二
ω
や
幽
鋤
資
。
げ
鋤
触
雷
帥
鋤
o
o
〈
①
塊
恥
Φ
貯
。
Φ
昌
鳥
嚢
こ
け
賃
塊
”
嚢
δ
島
h
ロ
9
冒
触
Φ
認
識
Φ
篤
㊦
o
－

銘
§
Φ
彗
①
く
①
冨
雲
脂
O
償
鋤
岸
頭
①
彗
§
貯
⑦
お
蝉
B
o
窪
ざ
鋤
ヨ
自
o
o
瞥
厩
ぎ
勢
溝
）
の
鷺
詮
で
力
論
ず
る
『
よ
勢
高
い
完
戯
』
．
の
形
態
が
不
鋼
明

に
と
y
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ベ
ー
コ
　
ソ
に
限
ら
す
翻
牌
聖
舳
胆
煎
甲
一
般
に
附
鯛
網
つ
か
Σ
る
認
鉱
漱
㌫
か
法
癩
醐
的
弱
黙
．
を
衝
い
た
黙
．
で
カ
ン
ト
の
瓜
掘
理
一
騨
曲
学
が
軸
暇
聖
一
門
鳳
閉
を
方
法

論
的
に
超
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
裏
付
け
と
な
っ
た
汎
理
性
主
義
が
そ
の
ま
玉
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ペ
ー
コ
ソ
が
器

落
し
た
自
然
の
光
と
し
て
の
理
性
の
媒
介
性
の
褒
失
か
ら
懸
る
燈
系
の
弱
み
は
、
そ
の
ま
玉
野
ン
｝
風
の
理
性
主
義
の
警
み
で
あ
っ
た
が

肌
媒
介
率
転
義
專
一
に
傾
く
カ
ン
ト
の
雛
…
系
の
溺
み
を
欲
潔
胃
性
一
樹
鰍
の
山
v
｛
場
か
ら
充
足
圭
義
的
に
加
超
え
た
』
随
に
べ
；
コ
ン
の
そ
れ
の
強
み
が
あ

っ
靴
。
　
五
口
六
が
此
磁
で
闇
∵
は
な
け
れ
ば
へ
艦
・
b
へ
砥
い
の
酒
は
、
　
カ
ン
ト
切
風
の
媒
介
愛
甲
と
べ
…
コ
ソ
風
の
轟
轟
足
主
義
と
を
、
　
相
番
否
｛
二
等
に
、



，、岡

v；）

ぺ
1
コ
ン
が
い
み
じ
く
も
疲
書
し
た
能
動
的
な
自
己
搬
充
の
欲
求
の
線
に
於
て
包
越
す
る
こ
と
に
よ
ゆ
、
費
鵬
の
歌
況
に
卜
し
て
、
入
聞

の
醜
聞
の
秩
序
艶
十
発
的
に
詑
繰
㎝
す
る
譜
…
程
塗
塾
期
す
為
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ー
コ
ン
が
騨
類
い
癒
乃
父
動
的
な
自
己
｛
冗
域
の
他
縫
”
的
｝
啓
示
へ
の

渡
入
を
カ
ン
｝
楓
ハ
の
自
警
晒
剛
法
甜
期
の
否
｛
疋
曲
閃
媒
介
に
於
て
、
　
ペ
ー
コ
　
ソ
風
の
白
日
已
穂
｛
充
4
3
線
に
於
て
、
　
能
動
化
、
す
る
こ
・
と
で
卍
の
る
。
　
霞
己
・

難
民
を
合
法
期
性
の
線
で
薩
射
的
に
カ
ン
ト
風
に
制
夢
切
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
ベ
ー
コ
ン
が
患
興
し
π
軍
な
る
理
念
的
槻
想
性
「
に
封
じ
込

む
こ
と
に
な
る
と
共
に
、
又
霞
己
完
威
を
除
他
の
歓
求
と
そ
の
充
足
性
に
予
て
併
存
せ
し
め
る
こ
と
は
心
性
の
内
衝
的
秩
序
に
於
て
競
含

す
る
欲
求
の
交
徹
構
逡
を
欝
葉
の
上
の
モ
ザ
イ
ク
に
堕
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
受
動
約
欲
求
が
能
鋤
的
欲
求
に
媒
介
さ
れ
て
、
秩
序
的

に
搬
向
さ
れ
る
薩
に
、
心
意
と
行
脚
と
の
閥
係
に
即
す
る
入
闇
の
現
存
状
況
は
始
め
て
、
全
一
的
把
握
に
も
た
ら
さ
れ
る
に
至
る
。
指
向

の
導
標
と
し
て
の
自
由
が
霞
観
さ
れ
る
の
は
正
に
か
綴
る
韓
換
の
可
能
の
原
理
と
な
る
魔
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
自
由
の
意
識
が
企
照
す

る
撮
向
性
は
欲
求
の
充
足
の
聖
楽
性
を
孕
む
と
共
に
、
正
に
そ
の
縛
換
性
を
も
孕
ん
で
み
る
。
欲
求
が
か
玉
る
二
重
の
性
格
に
於
て
蜜
践

歌
況
に
差
し
か
け
ら
れ
る
が
故
に
、
覗
存
の
秩
序
は
懸
魚
と
共
に
蓮
離
す
る
潮
解
を
示
し
、
そ
の
故
に
肖
由
の
指
向
圃
は
特
質
性
を
示
さ

な
い
の
で
あ
る
。
現
今
文
化
活
動
の
名
に
於
て
毯
括
さ
れ
る
心
性
の
搬
動
は
、
凡
て
之
自
巴
鑛
充
的
欲
求
の
褒
露
と
み
な
し
て
よ
く
・
そ

れ
は
本
釜
受
動
的
歓
求
に
根
ざ
す
黙
で
は
、
無
他
の
欲
求
と
漣
績
し
つ
玉
、
受
動
駒
欲
求
の
充
足
と
は
そ
の
形
態
と
性
格
と
を
異
に
す
る

顯
で
は
切
々
し
て
み
る
。
し
か
も
一
様
に
そ
の
實
現
の
場
が
働
き
で
あ
る
顯
で
は
欲
求
一
般
に
於
て
何
等
撰
ぶ
麗
は
な
い
。

　
欲
求
に
於
け
る
受
動
と
能
動
と
の
差
は
從
っ
て
、
充
足
の
有
無
で
な
く
、
そ
の
充
足
の
形
態
に
か
廻
る
こ
と
に
な
る
。
充
足
の
形
態
が

受
容
的
か
形
耳
聡
か
で
異
る
の
み
で
、
充
昆
に
當
診
外
在
的
鞭
っ
て
経
験
的
勤
象
を
豫
資
す
る
織
で
は
何
等
異
る
魔
は
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
経
験
的
封
象
に
　
即
し
て
欲
求
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
は
、
卜
し
て
一
様
に
他
律
性
で
包
緬
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
。
先
験
的
封
蒙
i
道

徳
法
則
一
へ
の
指
麹
に
自
律
性
を
封
じ
る
こ
と
ぽ
、
封
象
の
表
象
、
蓑
蒙
と
し
て
の
鉗
象
の
無
…
輝
輝
的
充
足
の
名
に
於
て
、
撞
鐘
の
蜜

現
と
し
て
の
行
爲
を
裁
く
こ
と
に
な
診
、
自
律
性
つ
内
賓
的
充
是
と
は
云
え
な
い
。
感
性
的
快
の
歓
求
の
内
部
（
的
充
是
と
は
云
え
な
い
。

感
性
的
快
の
挙
手
の
協
働
を
自
私
幣
的
行
学
の
獲
鈴
曜
媒
献
じ
る
こ
と
な
、
褒
動
の
根
搬
に
、
合
法
…
期
性
を
据
え
る
こ
と
髪
意
味
し
て
も
、
膿

　
　
　
欝
實
と
事
箕
燥
（
礁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
眠
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欝
畢
欝
兜
　
　
嬉
闘
冨
鵬
L
T
鷲
騰
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
識
一

身
の
契
様
に
幸
聯
想
薫
介
入
さ
せ
得
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
。
か
翼
る
契
機
的
介
入
を
も
無
根
擦
化
の
〃
僻
に
於
て
排
す
為
こ
と
は
、
道
徳

盤
の
充
足
を
充
是
の
專
一
様
式
と
翠
微
し
て
、
そ
の
媒
介
性
を
充
足
性
と
混
賭
す
る
虞
か
ら
來
る
国
勢
的
認
識
の
彊
曲
と
云
ら
外
は
な

い
。
威
る
程
本
家
媒
介
的
導
標
と
し
て
の
遊
徳
性
を
蓮
徳
法
則
に
理
念
陶
に
凝
結
さ
せ
て
鬼
瓦
る
と
、
競
存
厭
況
の
一
方
の
極
標
と
し
て

充
足
の
封
象
と
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
然
し
そ
の
場
合
の
充
足
は
概
念
酌
合
致
の
意
味
で
の
充
足
で
あ
っ
て
、
夙
謂
受
容
に
即
し
て
の

充
処
で
け
な
い
。
道
徳
性
は
飽
く
迄
媒
介
的
野
標
と
し
て
、
自
由
な
行
爲
の
揃
向
に
當
わ
、
受
容
的
充
足
な
規
“
得
す
る
以
上
の
役
割
を
果

さ
な
い
の
で
あ
る
。

　
乏
す
る
と
感
性
的
快
の
充
足
に
裏
付
け
ら
れ
た
欲
求
の
契
醗
的
介
入
を
豫
想
す
る
こ
と
に
よ
の
、
始
め
て
カ
ソ
｝
の
析
謂
肖
徐
的
行
爲

慮
、
他
律
性
と
の
協
働
に
於
て
賓
現
さ
れ
、
そ
れ
が
一
方
に
於
て
合
致
的
充
足
と
受
容
的
充
足
と
を
併
せ
充
黙
す
灰
以
で
も
あ
る
。
か
く

て
無
差
別
的
無
線
件
的
自
律
行
爲
は
観
惣
的
思
舞
の
封
象
と
し
て
、
理
念
的
に
の
み
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
、
人
閣
に
残
さ
れ
る
道
は
、

叢
徳
性
へ
の
媒
介
的
鴬
野
糊
に
於
て
、
受
容
的
充
足
を
幾
由
の
意
識
に
も
と
づ
い
て
指
…
向
的
に
現
威
す
’
る
外
は
艦
調
い
こ
と
に
な
る
。
自
律
を

霞
由
と
し
て
、
他
説
鴬
捉
わ
れ
と
し
て
難
燃
に
封
謝
す
る
こ
と
は
、
入
間
の
意
識
的
存
在
腰
蓑
に
隈
患
さ
れ
る
、
叡
知
醜
と
感
穫
的
と
の

繭
領
向
を
理
念
的
に
洞
見
さ
せ
る
こ
と
に
は
役
立
っ
て
も
、
人
聞
の
現
存
在
猷
況
を
発
一
的
に
把
握
す
る
所
以
で
な
い
。
そ
れ
は
現
存
の

事
轡
ハ
艶
伽
歳
心
蜂
舐
箸
北
汁
本
｝
貫
的
州
現
存
と
叡
’
郷
的
｝
太
田
質
蘭
存
在
と
に
分
凋
機
さ
せ
、
本
質
無
難
的
に
贈
祝
珈
仔
厭
況
を
川
猟
附
載
す
訴
憩
よ
晶
質
椛
臨
へ
の
誓
わ
れ
、

逆
に
却
っ
て
本
質
性
へ
＄
ω
Φ
簿
冨
一
欝
）
を
孕
む
現
存
性
（
Φ
属
陣
ω
魯
Φ
⇔
け
一
再
一
一
p
｝
）
の
殿
損
と
云
ろ
外
は
な
い
。

　
凡
て
け
現
旛
獣
況
に
集
」
摂
す
る
と
共
に
現
存
搬
出
か
ら
分
数
す
る
。
概
念
的
に
矛
盾
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
自
徐
と
他
緯
も
、
規
存
歌
況

（
ω
整
姿
ω
①
務
Φ
留
象
）
に
請
し
て
捉
託
る
と
、
反
…
封
的
都
立
に
愚
ぎ
す
、
し
か
も
か
玉
る
言
立
は
分
離
的
封
立
で
な
く
、
媒
介
と
充
是
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
し
　

ら
薫
味
で
相
互
独
葱
に
戯
り
立
つ
、
不
可
分
的
…
關
聯
性
に
歴
て
差
し
か
け
ら
れ
為
こ
と
が
知
ら
れ
∴
4
3
。
ポ
ラ
ン
が
否
定
的
儂
植
の
存
在
論

書
冊
在
性
菰
詮
く
の
も
か
、
護
る
覗
鮎
に
穿
て
y
あ
る
。
か
玉
る
關
獣
性
を
生
々
と
躇
畳
さ
せ
る
の
が
自
知
の
指
陶
性
で
あ
診
、
自
由
の
意

識
性
に
即
し
て
感
性
的
交
動
的
歓
求
の
孤
立
酌
排
他
蘭
充
足
が
非
媒
介
的
に
、
人
閥
の
包
括
酌
珊
存
懸
濁
を
分
断
さ
せ
る
意
殊
で
、
充
足
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へ
の
捉
わ
れ
の
名
に
於
て
惑
と
し
て
密
男
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
充
足
は
充
足
の
故
に
惑
な
の
で
悉
く
、
鉾
他
的
歎
換
割
る
と
現
存
の
秩
序

の
鐙
…
臨
を
延
う
充
足
で
あ
る
が
故
に
悪
と
銘
打
た
れ
る
の
で
あ
る
。
充
足
自
認
け
悪
で
も
壌
㍑
で
も
な
い
。
そ
μ
服
し
て
も
感
樵
的
欲
求
が

常
に
箪
猫
の
無
個
性
的
夕
飯
報
互
の
閥
係
に
於
て
充
足
さ
れ
為
こ
と
は
要
証
聞
の
凝
立
た
分
断
な
鶴
避
す
る
爲
の
偶
然
的
接
含
か
ら
延
い

て
は
か
隠
る
接
合
に
滑
り
立
つ
群
相
互
の
集
麟
的
封
立
を
馴
致
し
て
、
充
足
の
蓮
契
㍗
…
繋
累
に
至
姦
。
坤
ザ
、
れ
漁
自
由
な
指
向
の
局
隈
的
圃

定
化
を
必
然
的
に
弾
い
、
影
響
の
意
識
關
を
狭
際
化
す
る
。
縫
が
意
識
の
志
向
は
絶
望
的
で
あ
る
と
共
に
等
質
的
で
な
い
。
此
庭
に
愛
動

酌
欲
求
の
充
足
に
つ
逢
な
い
能
鋤
酌
歓
求
の
蕨
動
は
必
蓋
と
な
り
、
そ
れ
は
感
獣
的
で
な
い
知
的
歓
求
の
形
態
に
出
て
、
受
動
的
欲
求
の

充
足
に
見
ら
れ
る
や
う
な
充
足
の
外
客
の
偶
然
駒
な
濯
逓
に
よ
る
占
有
的
受
容
的
接
含
か
ら
、
必
然
的
た
か
N
わ
の
に
よ
る
、
所
有
的
形

威
酌
な
結
合
へ
と
人
聞
の
行
燈
を
帯
向
す
る
。
然
し
か
肖
る
形
獣
的
充
足
に
よ
っ
て
感
性
的
充
足
が
排
除
さ
れ
る
の
で
な
く
、
知
っ
て
硯

存
歌
況
に
正
し
く
位
置
付
け
ら
れ
、
臓
器
論
的
位
階
性
に
嘗
て
意
味
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
謝
る
現
存
歌
泓
の
流
動
酌
…
展
関
…
の
墨
応
買
は
晶
剛
蓮
の
自
緯
と
他
雑
と
の
關
饗
様
性
へ
の
更
に
立
も
入
つ
か
…
総
，
昧
を
耽
け
六
に
促
・
す
。
貼
追
徳
法

が
充
足
性
の
排
除
に
於
て
、
指
南
酌
鐵
由
を
猫
占
し
て
、
専
制
的
に
道
徳
的
行
爲
を
根
擦
付
け
る
ハ
び
Φ
ぴ
q
『
鐸
。
無
Φ
跡
）
庭
に
、
…
権
利
性
か
ら

塵
費
性
を
裁
く
麗
に
、
最
上
善
へ
の
親
惣
的
指
向
と
し
て
の
慮
猿
が
も
悔
ら
さ
れ
る
と
す
る
と
、
極
標
と
し
て
の
道
徳
法
へ
の
決
断
的
指

向
の
下
に
費
現
さ
れ
る
べ
き
行
爲
の
媒
介
性
の
有
無
と
し
て
の
適
法
性
（
法
期
へ
の
適
慮
性
）
髪
導
標
と
し
て
優
先
認
、
G
せ
な
が
ら
、
そ
れ

と
充
足
性
と
を
行
爲
の
審
態
に
師
し
て
併
せ
問
う
腱
に
（
o
o
鑑
飯
謬
象
①
騰
Φ
浮
）
、
　
云
換
え
る
と
、
這
徳
性
の
穣
利
根
癩
を
青
鷺
性
に
齢
し
て

…逆

ﾉ
閣
四
い
返
・
す
鵡
腱
に
、
最
両
薗
蕪
闘
へ
の
現
存
駒
指
向
と
し
て
の
、
べ
i
欝
ン
の
〃
桝
禰
融
剤
…
律
的
…
他
律
し
・
　
し
！
し
の
混
脂
騨
的
生
（
く
諦
鋤
ヨ
一
麟
殴
帥
）
”
か

も
旋
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
出
來
る
。
最
高
善
は
波
罫
昆
醜
訟
訴
法
則
的
行
爲
の
観
想
的
謡
講
の
歎
声
に
極
限
概
念
と
し
て
、
葭
己
灘

足
的
に
指
殉
さ
れ
る
の
で
な
く
し
て
、
絶
謝
媒
介
と
絶
無
充
足
と
が
和
互
否
定
的
に
凝
合
す
る
現
存
の
歌
況
に
、
絶
島
肯
定
と
し
て
、
か

か
る
爾
樵
の
警
標
を
選
樺
的
充
是
の
爲
の
導
標
に
韓
化
し
、
思
欝
と
行
動
と
の
統
一
と
し
て
の
非
発
議
的
濃
密
の
事
態
に
濡
し
て
、
行
爲

を
陰
湿
的
に
麟
鋤
的
に
賓
現
す
る
庭
に
親
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
客
意
的
な
鐵
罪
な
指
向
の
地
盤
と
液
る
詳
論
な
合
筆
鮒
盤
を

　
　
　
礁
蟹
と
琳
憂
目
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
烹
七
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誓
攣
欝
霧
　
第
幾
百
二
十
ふ
瓢
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
憶

意
愛
蘭
に
は
警
守
と
し
て
孕
み
な
が
ら
、
そ
の
限
鋤
に
於
て
は
完
結
酌
で
あ
め
な
が
ら
、
現
費
の
行
爲
が
か
、
玉
る
合
法
特
性
を
分
有
す
る

（
漁
程
的
に
し
か
懲
懲
出
撃
な
い
）
限
り
に
激
て
は
葬
発
結
的
で
あ
る
。
最
高
警
は
媒
介
性
の
位
相
に
整
磁
的
水
準
（
縁
く
①
鋤
広
く
①
触
識
。
雛
）

に
於
て
愚
程
的
に
指
向
さ
れ
る
の
み
で
、
充
足
性
の
位
相
に
凍
て
水
築
附
水
準
（
潔
く
Φ
鋤
縦
ロ
O
鉱
N
o
欝
欝
一
）
に
即
し
て
選
探
酌
に
費
現
さ

れ
る
外
は
な
い
賢
妻
に
之
を
完
結
的
に
の
ぞ
む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
カ
ン
ト
も
勿
論
前
進
と
幾
程
を
説
き
、
最
高
善
の
理
念
性
な
看

落
さ
な
い
が
、
か
玉
る
前
進
と
過
程
性
自
盤
の
構
造
が
螺
旋
的
で
な
く
薩
線
的
で
あ
り
、
道
徳
牲
と
幸
醸
性
と
の
環
存
鹸
況
に
勘
．
す
る
事

蜜
的
交
徹
を
看
落
し
て
い
る
こ
と
は
蔽
え
な
い
。

　
漸
く
て
以
上
を
要
約
し
て
蜜
践
的
認
識
の
…
欝
慧
に
關
…
し
て
庶
徽
汝
が
知
り
得
た
鰯
費
は
、
そ
れ
が
歌
濁
釧
．
隔
に
即
し
て
始
め
て
可
能
に
な

る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
汎
灘
澁
主
論
法
難
慧
で
な
く
、
遽
に
理
性
の
理
性
性
を
篤
い
返
す
、
包
心
性
論
的
な
徽
慧
の
裏
付
け
に
調
て
心

性
と
行
過
と
の
關
…
係
戦
況
を
間
い
返
す
虞
に
差
し
か
け
ら
れ
る
と
い
ら
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
軍
に
理
性
の
無
界
自
国
（
カ
ン
｝
的
に
偏

解
さ
れ
元
人
聞
の
力
の
中
に
在
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
判
別
）
に
即
し
て
、
僑
を
知
の
後
楯
と
し
て
那
出
直
す
る
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ

っ
て
、
冑
己
立
法
の
能
力
と
し
て
の
理
性
を
も
含
め
て
心
牲
一
般
の
能
力
、
否
そ
の
現
威
形
態
掌
裏
の
有
瀬
韻
封
性
に
映
禺
さ
れ
る
根
源

的
懐
疑
に
邸
し
て
、
入
聞
の
現
存
猷
況
を
反
省
的
に
粘
い
返
す
こ
と
を
吾
汝
に
強
い
る
。
幸
偽
性
の
他
律
的
経
験
的
性
格
が
、
そ
の
ま
玉

の
充
足
形
態
で
は
カ
ン
ト
風
の
自
己
満
…
足
を
も
疫
ら
さ
す
、
浮
鵬
に
背
反
す
る
こ
と
は
灘
う
迄
も
な
い
が
、
、
か
塗
る
知
的
感
情
の
充
足
が

絶
封
媒
介
の
極
標
に
の
み
仰
が
れ
る
こ
と
艶
前
提
と
し
て
、
翼
の
幸
爾
性
に
卸
す
い
て
無
明
の
生
の
行
路
に
行
き
な
す
む
が
ッ
サ
ン
デ
イ

の
所
謂
『
無
力
な
微
小
減
甲
を
反
法
則
的
背
徳
者
と
し
て
裁
く
こ
と
・
は
、
道
徳
法
へ
の
畏
敬
に
於
て
、
内
容
的
に
雄
露
な
嚴
粛
主
義
的
行

爲
の
締
木
に
か
け
、
絶
望
へ
の
逓
走
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
か
侮
る
絶
艶
に
絶
塾
し
て
そ
れ
を
修
復
さ
せ
る
こ
し
‘
．
ぽ
霞
己
鑛
充
的
欲
求
の

行
爲
的
陰
欝
の
審
態
を
カ
ン
ト
が
最
高
叢
お
指
向
に
於
て
究
極
に
到
難
し
た
意
欲
性
（
譲
。
ぽ
欝
）
（
意
志
と
欲
求
と
の
運
命
を
包
括
的
に

問
い
返
す
立
場
）
の
立
場
か
ら
、
但
し
カ
ン
ト
風
の
無
充
足
的
欲
求
の
頴
倒
に
よ
る
純
粋
意
志
專
一
搬
義
納
に
で
無
く
、
実
勢
密
造
一
般

に
即
し
て
租
括
的
に
問
い
返
す
、
蓬
命
の
豫
感
と
し
て
の
知
慧
の
職
分
に
写
す
。



39

　
爾
…
認
識
系
列
捻
運
命
の
豫
感
左
’
介
し
て
機
動
す
る
か
玉
る
自
軍
搬
充
の
線
に
於
て
選
れ
合
い
つ
工
も
、
爾
系
列
が
如
何
な
る
様
相
に
於

て
交
錆
的
に
差
し
か
け
ら
れ
葛
か
を
豫
題
す
る
こ
と
は
出
辱
な
い
。
そ
れ
は
爾
…
系
列
が
閉
被
と
形
威
と
い
う
爾
…
彫
態
に
於
て
、
そ
の
選
邊

の
性
格
を
異
に
す
為
か
ら
で
あ
る
。
然
し
寮
實
の
嶽
雛
、
必
然
的
事
實
と
し
て
の
嬉
戯
が
自
己
岡
一
な
み
眼
夢
に
於
て
、
か
疑
る
翼
理
へ

の
肉
醤
の
送
程
は
爾
系
列
に
穿
て
異
な
為
に
し
て
も
、
濯
遁
の
一
元
的
典
．
序
の
欺
溌
は
、
艶
麗
く
共
裟
鹸
酌
に
は
豫
料
出
策
∵
な
く
は
な

い
。
そ
れ
が
カ
ン
ト
の
所
謂
凡
て
が
意
の
ま
x
に
な
る
朕
態
、
現
存
が
そ
の
叢
』
本
質
で
も
あ
る
猷
況
で
あ
る
こ
と
は
｝
璽
つ
迄
も
な
い
。

か
」
る
極
製
に
到
達
す
る
爲
に
は
軽
爆
の
璽
態
と
し
て
の
空
費
に
附
ま
と
う
波
關
…
係
性
と
偶
然
性
が
無
限
に
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
が
事
応
貫
性
へ
の
探
究
’
と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
わ
、
そ
こ
に
即
事
在
の
問
題
が
包
癒
す
る
太
『
質
的
…
な
複
難
・
さ
と
深
…
刻
」
さ
と
が
あ

る
。

　
然
し
淡
闘
…
序
盤
と
偶
然
性
が
存
在
の
脈
絡
み
Φ
擁
窪
お
）
の
無
硯
に
隆
趨
す
る
と
す
る
と
、
脈
終
を
圭
客
と
、
主
雛
相
互
と
の
禰
閥
係

性
に
即
し
て
構
造
（
o
◎
導
Φ
劉
幽
静
Φ
）
論
釣
に
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
か
玉
る
排
除
の
糸
．
口
を
掴
む
こ
と
が
出
馨
る
。
勿
論
賑
絡
の
跡
付

け
は
蓮
半
商
且
完
結
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
Q
然
し
、
吾
汝
は
カ
ン
ト
の
範
聴
論
の
精
錬
に
威
り
立
つ
存
在
範
疇
を
、
水
峯
と
繋
直
と
の

爾
水
準
に
蹉
分
す
る
こ
と
か
ら
存
在
の
様
相
を
位
相
性
と
道
相
性
に
於
て
吟
味
す
る
ζ
と
に
よ
り
少
く
共
、
脈
絡
の
甥
断
の
因
子
の
所
在

を
突
き
と
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
は
や
が
て
、
凡
て
が
意
の
ま
玉
に
な
る
欺
態
へ
打
通
す
る
伏
線
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
凡
て
が
意

の
ま
』
に
な
る
歌
態
、
必
然
駒
灘
遁
、
永
遠
の
封
面
と
も
去
う
べ
童
、
意
識
的
な
も
の
と
非
意
識
的
な
も
の
と
の
相
五
透
徹
の
歎
態
は
、

か
睡
る
苞
括
の
本
態
左
原
理
的
に
不
可
能
脱
す
る
非
包
括
の
意
解
と
し
て
の
知
慧
左
封
部
と
し
て
、
難
題
に
樹
立
し
つ
玉
、
脈
絡
性
に
於

七
繋
れ
合
う
の
で
あ
る
。
か
エ
る
脈
絡
の
発
一
的
把
握
を
醤
象
と
す
る
存
在
論
的
指
向
に
於
て
は
意
識
的
主
盤
も
、
蘭
学
の
審
態
を
め
ぐ

る
事
實
の
誓
事
性
に
於
て
、
問
の
客
膿
の
聖
域
分
と
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
主
獲
性
が
在
の
方
に
於
て
樽
認
識
ざ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
然
し
在
り
方
は
完
結
的
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
選
遁
の
窮
態
が
無
限
の
駆
動
性
に
差
し
か
け
ら
れ
、
蚕
齢
は
そ
の
方
向
を
豫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　

嘱
す
る
の
み
で
、
そ
の
欺
況
を
豫
見
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
「
自
然
に
罪
し
て
は
経
験
は
吾
々
の
規
則
を
交
付
し
、
灘
麗
の

　
　
　
霧
實
と
礁
鋤
焼
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
嵩
九
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額
攣
研
魔
．
第
醤
翼
鵬
十
薫
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
○

源
泉
と
な
る
が
、
倫
理
的
法
外
に
閥
し
て
は
経
験
は
（
叢
械
勘
な
が
ら
）
娯
象
の
纏
で
あ
診
、
從
っ
て
私
が
饗
す
べ
鷺
法
則
左
爲
さ
れ
る
も

の
か
ら
採
撮
影
諭
、
そ
れ
に
よ
っ
て
制
…
…
眠
し
よ
う
と
す
る
．
こ
と
捻
極
め
て
不
賞
だ
レ
左
瞬
く
が
、
重
々
鷺
不
堂
っ
不
雷
樵
な
道
徳
的
維
験
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

玉
手
的
認
識
に
即
し
て
間
い
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
玉
ゐ
問
い
返
し
捻
朦
理
的
に
畳
練
の
鶴
認
の
翼
態
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
断
謂

燭
心
的
に
或
為
も
の
に
…
闘
濡
す
る
添
（
萄
o
O
φ
凱
ω
O
騨
臨
。
げ
環
堵
－
国
歴
≦
霧
切
φ
舘
Φ
プ
⑦
濤
◎
鳥
●
＜
の
冠
げ
効
冨
の
欝
∴
脅
威
に
節
し
て
可
能
で
あ
診
、
し
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

畳
知
の
確
認
は
畳
知
に
於
け
る
手
鑑
的
綜
合
の
秩
序
を
カ
ン
ト
の
詮
く
如
く
、
必
然
約
厭
則
に
よ
っ
て
客
親
化
す
る
麗
で
領
脚
る
の
で
は

な
く
し
て
、
斯
く
し
て
一
軍
客
観
化
さ
れ
癒
銑
知
を
存
在
根
鑑
の
非
包
括
に
眼
醒
め
る
知
慧
准
介
し
て
自
己
否
定
的
に
弱
い
返
し
、
必
然

的
原
則
矯
膿
の
奔
存
在
根
擦
性
を
暑
く
こ
と
に
よ
蓼
、
客
犠
的
畳
知
な
個
湖
的
に
馬
下
化
す
る
震
に
展
げ
る
。
其
腱
に
存
在
の
図
題
掘
握

に
於
て
知
慧
の
演
じ
る
根
源
納
役
割
が
あ
る
。

　
カ
ン
ト
の
道
徳
法
獄
そ
の
意
味
で
、
灘
論
的
認
識
の
世
界
に
於
け
る
叡
蜘
的
蜜
燈
が
、
『
自
然
の
特
殊
化
．
U
な
為
形
態
の
下
に
認
識
的

贋
輿
を
含
法
則
的
に
里
親
的
原
理
の
下
に
薬
序
す
る
に
し
て
も
、
環
象
性
の
地
準
左
脆
馬
車
紛
す
、
永
遠
の
樗
蒲
に
鰯
れ
ら
れ
な
い
絶
難

の
希
酵
黒
へ
の
纏
四
漁
縮
鮎
…
■
と
し
て
、
郷
璽
圏
的
に
無
規
滋
タ
る
甑
織
に
、
叡
知
的
欝
職
懸
脚
に
朔
攣
冗
て
鶴
眠
掘
式
㌧
れ
癒
も
鈴
と
云
え
る
が
、
問
題
捻
か
＼
る
嚇
滋

徳
法
が
指
向
す
る
合
漁
燈
を
勉
括
的
で
葬
包
括
的
な
維
験
の
寓
態
に
如
何
に
定
潰
さ
せ
る
か
に
在
る
。
含
理
学
義
を
カ
ン
ト
儀
身
明
誰
的

に
認
識
告
聴
し
て
い
る
が
、
合
麗
疑
義
を
名
蹟
的
に
認
識
告
白
す
る
の
み
で
は
、
翼
の
合
理
性
に
適
弓
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
極
地
が

最
高
善
と
し
て
の
凡
て
が
意
の
寵
畿
に
な
る
歌
扇
遼
指
向
し
て
い
る
こ
と
は
歎
ろ
遙
も
な
い
が
、
そ
れ
獄
凡
て
が
意
の
ま
N
に
な
ら
ぬ
朕

況
な
必
然
酌
に
豫
想
す
る
。
か
』
る
韓
健
は
あ
り
方
の
饗
革
地
理
じ
て
始
め
て
苺
能
で
わ
穏
が
、
閥
鷺
は
か
し
る
繕
革
の
究
極
形
態
と
し

て
の
機
駅
｛
商
囎
胃
の
欺
況
に
甜
於
て
も
、
非
締
慧
繊
眠
的
翼
砥
曽
矯
の
が
減
鰍
酷
．
さ
れ
殊
獄
，
い
脚
拙
で
諮
み
b
し
、
か
“
弾
琴
出
舘
蝋
献
約
」
次
ぐ
塾
の
へ
の
干
腿
、
に
於
て
は
、
｛
慰

の
を
Σ
に
な
る
意
味
で
の
臨
邑
挙
足
が
得
ら
れ
な
い
故
に
、
そ
の
充
足
瀧
魂
の
不
死
の
婆
講
に
求
・
弟
た
と
…
㌶
え
顧
。
熾
．
が
不
死
で
あ
る
と

は
肉
の
死
波
の
前
提
に
於
て
叡
知
的
な
も
の
が
感
性
的
な
も
の
を
減
配
し
、
吸
駕
す
る
捌
髪
で
あ
夢
、
彼
簿
的
な
彫
趨
專
一
の
翫
界
で
あ

る
。
カ
ン
ト
｛
田
野
か
、
・
る
浄
編
の
量
界
が
地
上
で
賢
現
さ
れ
る
こ
と
の
不
可
能
挫
覆
併
せ
て
認
識
告
白
し
、
し
か
も
才
徳
法
が
之
を
義
務
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付
け
る
實
践
の
無
路
か
ら
の
脱
霞
の
血
路
が
這
徳
紳
と
の
叡
知
繭
紬
感
に
重
て
、
鎭
懸
さ
れ
擁
し
r
訊
」
ρ
と
、
塗
れ
品
切
臨
の
意
識
と
し
て

の
知
懇
の
無
碍
さ
左
一
墓
・
に
紳
の
知
慧
で
宥
和
す
る
希
望
で
あ
っ
て
も
、
蓮
命
の
油
壷
と
し
て
の
知
慧
の
微
光
に
輪
換
す
る
企
圃
と
は
云

え
な
い
。
か
㌧
る
知
覧
の
微
光
が
雰
意
識
的
な
も
の
と
の
継
漆
の
事
態
を
照
し
て
、
か
』
為
事
態
の
纏
換
に
人
問
の
下
命
が
賭
け
ら
れ

る
庭
に
、
画
品
は
強
聴
の
烈
光
と
し
て
、
モ
の
登
臨
．
を
照
ら
す
に
至
る
。
そ
の
強
味
で
ジ
ル
ソ
ン
の
m
，
純
紳
境
位
…
　
（
む
。
一
轡
舞
9
瞥
P
◎
欝
　
℃
償
醗
Φ
）

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ
　

と
の
陣
慮
に
威
り
立
つ
マ
ル
セ
ル
の
⇔
．
身
入
れ
㎞
（
Φ
昌
鎚
q
鋤
鍬
身
Φ
欝
Φ
馨
）
の
強
調
操
注
凶
に
癒
す
る
。

　
そ
れ
ほ
意
識
｝
般
と
非
意
識
的
な
も
の
と
の
金
…
面
癖
逓
に
露
墨
さ
れ
る
喜
虚
分
偶
然
盤
の
根
盤
・
に
輪
重
し
ょ
ら
と
す
る
意
國
に
於

て
、
珊
喜
賦
況
の
包
括
的
叩
…
圃
の
名
に
催
す
ゐ
が
、
特
｛
疋
の
｛
泳
凹
一
信
の
事
費
へ
の
一
帽
從
に
一
於
て
、
否
定
的
知
聾
心
の
立
燃
汐
か
・
h
閲
の
包
糖
州
性
を

傾
斜
さ
せ
る
意
味
で
、
知
慧
の
も
つ
絶
鋤
肯
定
性
と
の
浜
面
が
逸
せ
ら
れ
て
い
叶
4
3
。
吾
々
は
飽
く
迄
カ
ン
ト
が
費
掘
し
尭
認
識
根
胃
性
の

基
本
線
達
先
験
細
身
酌
で
な
く
、
存
在
論
的
に
は
餓
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
蔽
へ
に
、
カ
ン
｝
で
問
い
猫
さ
れ
励
認
職
系
列
の
切
断
の

堀
Ψ
實
艶
聯
｝
在
の
．
脈
胆
敦
州
性
入
手
”
か
」
り
・
と
し
て
こ
兀
的
～
に
修
｛
復
し
な
け
れ
げ
い
な
ら
へ
仙
い
。
サ
℃
の
際
ハ
イ
ー
プ
ッ
ガ
…
の
轡
翠
煙
憲
義
と
シ
ェ
ー
ラ

ー
の
唐
同
論
ハ
的
績
値
倫
灘
黒
野
と
へ
の
カ
ン
ト
的
編
制
憲
義
の
存
療
代
論
的
剋
附
…
の
…
封
立
転
輪
…
囲
の
事
轡
バ
は
、
か
玉
る
修
｛
俣
の
働
㍑
意
馬
牛
裂
的
…
殊

稲
に
締
て
、
基
本
的
に
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
、
習
爽
の
丸
鋸
に
賦
す
る
。
斯
く
て
叫
、
ル
セ
ル
の
此
身
入
れ
旨
に
寄
託
さ
れ
な
喉
存
在
の

元
亨
、
一
へ
の
意
圃
が
、
か
著
る
分
裂
面
様
紺
に
ま
つ
わ
る
聞
い
飛
し
、
乃
灘
悶
い
損
じ
瀧
包
括
的
に
指
向
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
最
絡

謝
金
の
馴
別
に
當
面
の
審
一
買
性
の
問
題
論
的
考
察
の
域
果
は
っ
ら
な
り
、
そ
れ
は
必
然
的
に
存
在
論
的
問
の
彫
態
の
類
塑
性
の
制
別
の
問

題
と
絡
ま
る
。
し
か
も
か
N
る
形
態
性
（
ヨ
O
唖
℃
ン
O
一
〇
顎
一
Φ
）
の
類
型
論
的
（
婁
鷲
9
0
頒
貫
¢
Φ
）
総
別
の
み
が
、
壌
實
性
の
怨
寝
に
封
ず
る

根
源
的
問
に
憾
え
得
る
と
す
る
と
、
吾
汝
は
蓬
ん
で
か
玉
る
鯛
溺
の
問
題
に
突
き
入
ら
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
然
し
拠
に
立
ち
入
っ
て
考
免
る
と
、
形
態
の
馴
別
は
入
聞
の
獺
別
的
存
在
様
式
を
抜
け
す
、
膨
、
つ
諺
㌔
叉
必
麩
的
事
資
の
断
有
、
窒
客
の

透
徽
的
脇
能
心
へ
の
突
入
を
阻
む
げ
騨
か
・
り
か
郊
っ
て
か
払
る
辮
｛
源
的
事
賢
へ
の
開
駿
を
鋭
化
す
伊
舜
。
こ
の
こ
を
一
〇
考
慮
に
於
て
宙
爆
鳴
ハ
盤
の
賭
問

題
論
的
造
欝
欝
最
絡
的
に
翻
濃
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
寓
賓
牲
（
存
在
確
認
の
霞
己
分
裂
性
）
と
賞
震
性
（
存
在
繊
擦
の
鐵
己
修
復
憶
）
と

　
　
　
嚇
實
と
事
魔
雛
（
発
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
｛
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哲
攣
研
究
　
鑛
照
欄
鵬
十
薫
號

繊
瓢

の
封
決
（
o
o
厭
戦
。
纂
碑
）
に
威
の
立
つ
発
一
的
醐
の
瑛
態
の
方
法
論
的
究
明
が
必
至
と
な
る
。
蓋
し
存
在
霞
髄
の
杷
擬
は
存
在
論
的
類
型

性
を
劇
別
納
に
分
離
す
る
嘘
で
曲
る
の
で
な
く
、
か
謬
る
制
別
の
形
態
を
全
一
約
問
の
纂
態
に
脚
し
て
問
い
返
す
虞
に
存
准
の
厭
塑
．
な
最

霊
的
に
磯
掘
す
る
こ
と
を
侯
っ
て
始
め
て
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

　
〔
［
　
圃
．
隅
舞
昌
♂
丙
臨
甑
犀
ユ
①
厭
℃
触
鈎
簿
尻
6
財
Φ
コ
＜
o
『
p
鐸
昌
湾
℃
Q
Q
・
ε
戸
出
O
G
◎
・

　
〔
［
　
カ
ン
ト
は
そ
の
不
習
気
聾
を
了
承
し
て
い
た
（
o
惰
・
国
9
昌
F
図
臨
急
評
α
o
円
℃
触
儲
開
瓢
ω
o
》
①
”
＜
賃
讐
露
乱
酔
”
も
摩
・
目
ω
轡
》
讐
づ
．
）
。
　
噌
く
の
故
に
紳
の
現
存

　
　
と
並
ん
で
繭
魂
の
不
．
死
砕
か
一
繋
講
さ
れ
だ
の
で
あ
る
。

　
鰯
o
h
．
男
切
勉
o
o
麟
U
⑦
⇔
貫
蕊
㌶
＄
㊦
け
》
二
ぴ
q
ヨ
Φ
嵩
甑
。
。
o
D
o
剛
Φ
糞
貯
笹
笛
℃
い
く
訟
噂
。
・
H
押
価
面
当
臥
＝
霧
”
。
瞥
押
マ
な
Q
器
．

　
⑳
　
男
●
じ
d
僧
O
O
P
◎
罰
、
O
謬
こ
や
G
◎
①
O
●

　
h

　
伍
　
労
切
簿
o
o
P
o
や
島
け
こ
や
も
Q
刈
磨
蒔
刈
G
o
．

　
㈹
　
男
o
d
瀞
o
o
斜
。
戸
。
剛
r
ワ
O
Q
G
◎
ピ

　
の
　
謁
ρ
矯
ヨ
。
⇒
自
男
◎
躍
P
U
＝
び
鉱
9
山
鐸
筥
巴
”
α
β
男
p
賃
お
勺
跨
ユ
。
。
目
⑩
心
。
◎
舗
》
μ
◎
Q
凸
ρ

　
耐
四
　
同
・
深
斜
昌
叶
讐
賊
目
謬
鱒
畠
。
「
菊
Φ
貯
○
謬
く
。
『
p
郎
づ
津
℃
ρ
ω
頓
G
◎
．

　
㈹
　
囲
．
澱
9
賞
ρ
o
や
。
同
轡
こ
ω
。
鱒
劇
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
㈲
　
マ
ル
七
ル
が
心
身
叩
關
係
論
に
即
し
て
『
存
在
と
寒
空
臨
（
轟
弓
鍵
O
魚
》
〈
O
岸
℃
μ
④
ω
α
）
　
イ
．
購
届
け
た
現
仔
者
の
身
入
劇
の
不
波
透
傭
（
ず
δ
℃
Φ
畦
ヨ
似
苧

　
　
び
暴
露
傷
）
從
っ
て
亦
軟
黒
川
の
不
蝋
灌
明
h
鴬
（
◎
鷲
鼠
愚
）
は
、
第
一
部
門
研
北
の
現
募
墨
陶
鵡
を
中
心
に
し
て
、
深
猿
た
．
様
縄
に
曾
て
饗
掘
さ
・
匙
て
い
る
が
、

　
　
そ
れ
一
か
第
二
都
岬
．
義
軍
と
質
腔
b
性
』
に
兜
醜
き
入
り
、
更
に
瀬
…
譜
即
．
キ
リ
ス
ト
骸
量
的
伊
抵
h
仔
室
義
師
に
三
川
み
㎞
込
む
こ
と
に
よ
O
、
キ
リ
ス
ト
勘
店
と
し
て
の
立
儲
痂

　
　
か
ら
明
…
嚇
化
さ
れ
る
と
漁
ハ
に
、
F
揃
雀
瓶
薦
的
に
は
剣
賜
性
庫
広
穴
い
つ
》
あ
る
と
…
冨
・
乳
止
な
い
か
。
皿
X
肉
の
甜
購
事
「
質
性
・
根
源
的
翫
詳
覧
ハ
朧
と
融
賃
の
非
受
肉
性

　
　
と
の
醐
漏
別
一
か
澱
駒
成
さ
れ
ず
に
、
露
－
費
は
晶
削
者
に
よ
っ
て
一
山
が
的
に
根
鎌
赫
け
ら
れ
る
に
箆
っ
て
い
る
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
看
　
大
阪
市
立
大
築
家
致
學
蔀
〔
哲
學
・
欝
礫
墨
コ
覇
藪
授
）



individuality　also　represents　my　whole　self．　Kuman　being　as　the　being　in

the　world　stands　in　communication　with　each　other．　The　communicatien

is　the　persona1　re！ation　by　means　e£　expression　and　understanding．

Expressien，　however，　is　a　bedily　manifestation　of　ene’s　own　mental

experience；　therefore，　it　is　enly　posslble　on　the　ground　of　the　unity　of

mind　and　body，　whence　it　follows　that　the　explanation　of　the　possibility　of

understanding　others　vglth　the　theory　of　1］i）tf・ithlzmq　is　wrong．　But　on　the

other　hand，　mind　transcends　body，　as　well　as　body　may　be　called　automar

ton　as　by　Descai’tes，　and　this　is　the　reason　why　the　understanding　of　ethers

is　not“　so　easy　as　Scheler’s　hypothesis　of　．！）？i一・revicletzz　assumes．　Not　only

my　expression　but　also　my　whole　body　is　clesely　related　to　my　soul　；　my

mental　act，　however，　though　dependent　upon　my　body，　has　freedom　to

transcend　it，　and　thus　it　is　creative．　Bergson　says　that　the　relation　of

soul　to　body，　when　expressed　in　terms　of　space，　is　like　that　of　two　railway

lines　which　cut　each　other　at　a　right　angle，　while　from　the　standpolnt　of

time　the　rails　come　tog，　ether　in　a　curve　so　that　we　may　sensibly　pass　frern

the　one　to　the　other；　1　should　rather　like　to　compare　sou1　and　body　to

two　circles　which　cover　each　other　in　part　indeterminable　in　extent．　The

transceBdence　o£　mind　and　body　by　each　other　is　correlative，　and　is　cOn－

ditiened　by　their　correlativity．

’ffact　and　Factuality　：　An　O　ntologi　eal　Approaeh　ee

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「By　Waich田im◎t◎　　　　　　　・

　　The　fact　Ss　an　acute　peint　of　being．　However　much　one　may　depend

upon　the　fact，　one　eannot　be　settled　there　on　account　of　its　being　a　mere

ac樵e　po短も．　That　is毛。　sa：y　the　f歌。驚re量1ec毛s圭tself　upon　the　situatio鷺of

h犠田a臓existence，　which瓢eans　the　se七一1i憩i亡ation　o£factu頴ity　in　general，

i．e．　ef　the　being　itself．　lf　we　try　to　absorb　conclusively　the　factuatity

in　general　iRto　either　conscio“sness　or　non－consciousness，　then　inevitably

CO鵬＄abo穏t　an　abstraction　o至be圭ng．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



　　Of　course　such　a　fiundamental　ref1exion　itself　would　be　impossible　apart

from　human　conscious　activity．　But　if　we　examine　more　close！y，　we

shal！　find　that　the　con＄cious　activity　backed　up　with　stich　a　£undamental

refIeXiOn　iS　Sema簸tiCa！慧Gt　any　mOre　i簸diSti覧CtiO熱a難d　iSO！atiGn｛r◎瓢宅he

non－conscious，　but　in　recognition　of　its　s“ssemaRticity　with　the　latter．

But　the　mode　of　recognition　of　this　syssemanticity　is　not　always　the　same．

The　fault　of　the　cr1ticism　of　Kant，　based　ttpon　his　consclous　distinction

of　the　consclous　and　the　non－conscious，　is　due　to　his　way　o£　grasping

this　syssemantic　nature　solely　on　the　declination　of　epistemologica！

consclottsness．

　　When　we　re－examine，　with　such　a　consideration　as　the　appreach，　“sys－

sefriariticity　in　connection　with　locality，　which　is　incommensurable　with

and　at　the　same　time　indivisible　from　semanticity，　and　establish　it　on　the

basis　of　the　interpenetration　of　the　censciou＄　and　the　non－conscious，　then

the　way　to　factuality　as　the　very　being　will　be　elucidated；　and　the

attempt　to　clarify　the　structure　ef　such　a　question　will　一a！so　meet　the

basic　intention　of　ontological　problematics．　lf　1　am　not　wrong　in　this

consideration，　the　next　step　will　be　to　re－estimate　from　this　point　of　view

the　varieus　ontolegies　which　have　passed　so　far　as　genuine　ontological

thoughts．　This　paper，　as　a　preli！ninary　study　for　such　a　re－estimation，

airns　to　show　as　conc！usively　as　possible　the　key－points　for　the　genuine

ontological　understanding　from　the　view－point　ef　problematics．

　　　’“’　For　the　．lapanese　original　of　this　article，　＄ee　Vol．　XXXVI，　No．12　＆　Vol．

　　　　XXXVII，　No．　；．
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